
.

発
行
／
山
形
県
尾
花
沢
市
議
会

編
集
／
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

12114号・令和４年８月１日発行

発
行
責
任
者

議
長

青
野

隆
一

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長

鈴
木

清

副
委
員
長

和
田

哲

委
員

塩
原
未
知
子

委
員

星
川

薫

委
員

菅
野

喜
昭

委
員

安
井

一
義

委
員

鈴
木
由
美
子

●あ
●と
●が
●き

114
号
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
て
原
稿
作
成
や
連
絡
、

リ
モ
ー
ト
で
の
編
集
会
議
な

ど
様
々
行
っ
て
作
業
軽
減
を

進
め
て
い
ま
す
。
編
集
室
専

用
の
メ
ー
ル
に
原
稿
や
写
真

を
添
付
し
て
、
外
部
と
の
編

集
作
業
も
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
て
い
ま
す
。「
最
近
お
も

し
ゃ
く
て
、
思
わ
ず
全
部
読

ん
だ
ず
ぅ
」
そ
ん
な
反
応
を

い
つ
も
い
た
だ
け
る
よ
う
前

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
塩
原
未
知
子
）

●表
●彰
●表
●彰

◎
議
員
10
年
表
彰

全
国
市
議
会
議
長
会
表

彰
規
程
に
基
づ
き
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

青
野
隆
一
議

長

塩
原
未
知
子
副
議
長
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７月１日号 市報の表紙がクーポン券宿泊・日帰り旅行がお得に利用できる

５月臨時会 ４月臨時会

❷❷❸❸ 令和４年８月１日発行・114号令和４年８月１日発行・114号 114号・令和４年８月１日発行114号・令和４年８月１日発行

定例会定例会
か いれ いて い

６ 月６ 月

20222022

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

令
和
４
年
６
月
定
例
会
が
14
日
か
ら
22
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
条
例
改

正
１
件
、
補
正
予
算
２
件
、
さ
ら
に
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
な
ど
の
補
正
予
算
が
追
加
提
案
さ
れ
、
計
４
議
案
を
原
案
通

り
可
決
。
請
願
２
件
を
採
択
、
同
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
議
会
案
２
件

を
可
決
し
た
。

生活支援・感染防止 ・経済回復生活支援・感染防止 ・経済回復生活支援・感染防止 ・経済回復
２億509万円を追加２億509万円を追加２億509万円を追加ウイズコロナ補正予算などウイズコロナ補正予算などウイズコロナ補正予算など

826万円1,550万円1,050万円

▶令和３年度各会計補正予算など専決処分６件を承認。
一般会計 除排雪業務委託料 3,500万円
特別会計 国民健康保険特別会計 946万円

▶令和４年度一般会計補正予算と条例の一部改正の２議案を可決。
飲食業等緊急支援給付金 560万円
(新型コロナウイルス禍で影響を受けているすし店や、居酒屋などに対する緊急支援給付金）

▶令和４年度一般会計補正予算など３議案を可決。
低所得子育て世帯生活支援特別給付金 1,750万円
(子１人に５万円の給付金支援）

新型コロナウイルスワクチン追加接種事業 3,067万円
ロータリ小型除雪車購入契約締結 2,420万円
凍結防止剤散布車購入契約締結 2,189万円

令和４年４月27日令和４年５月23日

一般会計一般会計一般会計

放課後児童クラブ 感染防止対策
市内５ケ所の放課後児童クラブを継続的に開所できる
よう感染予防対策を一層強化

それゆけ お店ごはん事業
飲食店の経営を迅速に支援するため市内全世帯に
飲食、出前等に使える割引券を配布

旅々おばなざわ応援事業
ウイズコロナにおける市民等の旅行を支援しなが
ら、市内の観光業者や小売店等の事業再興と経済
の循環を目指す

5,770万円
尾花沢市原油価格・物価高騰等緊急支援金
新型コロナウイルス感染症の長期化と、コロナ禍における原油価格や
物価高騰による多重の影響を受け、経営の継続が困難となっている事
業者等に対し、事業の継続を応援するために支援金を交付するもの



い
方
と
こ
れ
以
上
取
引
し
な
い
な
ど
と

い
う
こ
と
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

尾
花
沢
市
の
商
業
、
工
業
、
経
済
な
ど

に
対
す
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
こ
と

か
ら
、
願
意
妥
当
で
あ
る
。

○
税
理
士
団
体
は
基
本
的
に
延
期
を
求
め

て
い
る
。
尾
花
沢
に
は
個
人
の
職
人
が

多
い
が
、
大
手
か
ら
使
わ
れ
る
個
人
の

職
人
が
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
登
録
す
れ

ば
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
か
な
り
負
担
が
あ
る
。
ま
た
、
登

録
し
て
い
る
人
、
し
て
い
な
い
人
で
差

が
で
る
こ
と
か
ら
、
移
行
期
間
と
し
て

長
い
目
で
見
な
い
と
い
け
な
い
。

○
１
，０
０
０
万
円
以
下
の
免
税
事
業
者

に
該
当
す
る
の
か
該
当
し
な
い
の
か
は
、

売
り
上
げ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
売
り
上
げ
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
現
状
で
こ
れ
を
強
行
す
る
と
消
費

税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

ま
た
、
事
務
負
担
が
か
な
り
増
え
て
く

る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
を
脱
し
、
経
済
が

安
定
す
る
よ
う
な
時
期
に
な
る
ま
で
ま

だ
少
し
待
つ
べ
き
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
請
願
の
採
択
に
つ
い
て
は
妥
当
だ
。

●
日
本
全
体
を
考
え
る
と
１
，０
０
０
万

円
以
上
の
事
業
者
は
し
っ
か
り
消
費
税

を
払
っ
て
い
る
。
公
平
に
税
金
を
い
た

だ
く
と
い
う
国
全
体
の
制
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
意
見
書
送
付
の
必
要
性
が
あ

る
の
か
。

の
生
産
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
、
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
等
の
日
本
型
直
接

支
払
制
度
や
ゲ
タ
対
策
を
は
じ
め
と
し

た
関
連
施
策
の
現
状
維
持
は
も
と
よ
り
、

さ
ら
に
拡
充
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２

多
年
生
作
物
の
交
付
金
が
削
減
さ
れ

た
場
合
、
賃
借
料
や
土
地
改
良
水
利
費

の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
賃
貸
借
契
約

の
継
続
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、

多
面
的
機
能
の
維
持
と
環
境
保
全
に
向

け
て
、
営
農
計
画
等
へ
の
影
響
を
緩
和

す
る
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
請
願
者

み
ち
の
く
村
山
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

三
浦

康
彦

●
紹
介
議
員

鈴
木

裕
雅

●
付
託
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
か
ら
の
意
見

○
苦
労
し
て
水
田
を
畑
地
に
改
良
し
、
経

営
が
成
り
立
つ
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た

農
家
に
と
っ
て
、
ほ
か
の
水
田
を
畑
地

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
度
の
見

直
し
は
、
到
底
理
解
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
現
場
の
実
情
に
即
し
た
他
の
形

で
の
支
援
を
求
め
る
と
い
う
本
請
願
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
。

○
本
請
願
で
求
め
る
と
こ
ろ
の
、
直
接
支

払
交
付
金
の
現
状
維
持
、
更
に
は
拡
充

に
つ
い
て
は
、
制
度
の
見
直
し
に
よ
り

多
大
な
影
響
を
受
け
、
ま
た
対
応
で
き

な
い
農
家
が
増
加
す
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
、
本
市
の
農
業
全
般
に
関
係
し
て
く

る
問
題
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
願
意
妥

当
で
あ
る
。

❺❺ 令和４年８月１日発行・114号令和４年８月１日発行・114号 ❹❹114号・令和４年８月１日発行114号・令和４年８月１日発行

令
和
４
年
請
願
第
２
号

請 願
《
趣
旨
》

主
食
用
米
か
ら
の
転
作
を
促
す
た
め
農

家
に
支
払
っ
て
き
た
「
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
」
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
〜

８
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
う
ち
に
、
一
度

も
水
張
り
、
水
稲
作
付
が
行
わ
れ
な
い
農

地
は
、
令
和
９
年
度
以
降
に
交
付
対
象
水

田
と
し
な
い
見
直
し
が
示
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
交
付
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
農
地

が
出
る
こ
と
で
農
地
の
維
持
が
困
難
と
な

り
、
ひ
い
て
は
、
耕
作
放
棄
地
や
離
農
者

の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
多
年
生
作
物
に
対
す
る
戦
略
作

物
助
成
の
単
価
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
海
外
か
ら
の
輸
入
乾
牧
草
も
高
騰
し

て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
な
か
で
、
令

和
４
年
度
か
ら
の
運
用
は
あ
ま
り
に
も
急

で
あ
り
、
現
場
に
お
い
て
も
混
乱
を
き
た

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
本
案
件
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
の
交

付
対
象
水
田
を
畑
地
化
し
た
場
合
で
あ
っ

て
も
、
畑
作
物
等
の
生
産
の
維
持
・
拡
大

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
日
本
型
直
接
支
払
制

度
や
ゲ
タ
対
策
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
施

策
の
拡
充
や
、
多
面
的
機
能
の
維
持
と
環

境
保
全
に
向
け
た
、
営
農
計
画
等
へ
の
影

響
を
緩
和
す
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
国
に
対
し
、
意
見
書
の
提
出
を
お

願
い
し
た
い
。

《
請
願
事
項
》

１

交
付
対
象
水
田
を
畑
地
化
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
需
要
の
あ
る
畑
作
物
等

《
趣
旨
》

コ
ロ
ナ
禍
や
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
よ
り
物
価
上
昇
な
ど
日
本
経
済
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
中
、
令
和
５
年
10

月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
制
度
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
中
小
事
業

者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
消
費
税
負
担
や
事

務
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
再
起
を
図
ろ
う
と
す
る
事
業
者
の
重
い

足
か
せ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
消
費
税
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止
を
求
め
、
政
府

に
意
見
書
の
提
出
を
お
願
い
し
た
い
。

《
請
願
事
項
》

１

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中

止
を
求
め
る
意
見
書
を
採
択
し
、
政
府

に
送
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

●
請
願
者

北
村
山
民
主
商
工
会

会
長

黒
沼

生
一

●
紹
介
議
員

伊
藤

浩

和
田

哲

●
付
託
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
か
ら
の
意
見

○
尾
花
沢
市
内
に
は
、
中
小
企
業
、
小
売

店
、
小
さ
な
農
家
な
ど
免
税
事
業
者
が

多
く
、
こ
の
制
度
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、

経
済
的
な
活
動
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
に

な
り
廃
業
に
な
る
こ
と
も
心
配
さ
れ
る
。

ま
た
、
１
，０
０
０
万
円
以
上
の
業
者

に
と
っ
て
も
取
引
業
者
の
経
理
、
税
の

取
り
扱
い
の
問
題
が
あ
る
。
登
録
し
な

伊
藤

浩

① 農業を取り巻く問題

② 改訂版尾花沢市環境基本計画

塩
原
未
知
子

① 尾花沢すいか出荷出発式の開催地
② 大正ロマン次世代エネルギーパークの活性化
③ 雪を眺むる尾花沢・ゼロカーボン宣言の
まちづくり

４ アフターコロナ今後の対策
⑤ 芭蕉十泊のまち尾花沢(本町)に歴史文化の
継承保存拠点づくりを

鈴
木

清

① ヤングケアラーの支援をどう行うか

② 保育士等への処遇改善は届いているか

③ ウクライナ避難民の受け入れ

和
田

哲

① 北村山地域の広域連携の必要性

② 公共施設等総合管理計画の現状と今後

３ ｢働きがい｣のある行政運営で支える 市民生活

星
川

薫

① 尾花沢市都市公園整備計画の策定

② 空き家に対する当局の考え方と対応

③ 海外との姉妹・友好都市締結

鈴
木
由
美
子

① これからの保育園運営を考える
② ごみ処理施設の広域連携
③ 徳良湖周辺既存施設の整備・管理状況と
花畑整備

④ 尾花沢市スポーツ推進計画に市民が
どのようにかかわれるのか

尾花沢の魅力を伝えるために
尾花沢ってどんなところだっけ？

雪がとにかく多くて銀山温泉が有名なイメージ…。

3年前の私には尾花沢市に対してそのようなイメージしか思い浮かびませんでした。

そんな私が銀山温泉の観光案内所の職員として働き始めて３年が経つ頃、この仕

事を通して出合った方と結婚し、はれてもとの住まいの村山市から尾花沢市に移り

住むこととなりました。まわりの人々の温かさを感じ、銀山温泉の歴史や文化を知

るにつれ、どんどん尾花沢市の魅力を感じ、この場所に住んで働きたいなあと思っ

たからでした。

銀山温泉は今年に入り、新店舗も続々とオープンし、コロナウイルスによる規制

が徐々に緩和してきている今、多くの観光客で賑わいをみせています。以前は海外

のお客さまで溢れていましたが、今はほとんど国内のお客さまばかりで、地元の方

にもお越しいただく機会がだいぶ増えたように感じています。今後、海外や県外か

ら訪れるお客さまの他、地元の方にも楽しんでいただける観光地になるよう、銀山

温泉の魅力をもっと伝えていきたいと思います。

古瀬有
ゆ

花
か

梨
り

(旧姓：三条)尾花沢市観光物産協会 銀山温泉案内係

◎
令
和
４
年
度
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
に

関
す
る
請
願

採
択
採
択

満
場
一
致
で

令
和
４
年
請
願
第
３
号

◎
「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見

書
」
を
政
府
に
送
付
す
る
こ

と
を
求
め
る
請
願

◯囲み数字が掲載

採
択
採
択

満
場
一
致
で



和田
わ だ

哲
さとし

議員

夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど

を
利
用
し
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
出
来
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
る
。
こ
と
ば
だ
け

の
方
針
で
は
な
く
、
実
際
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
た
ち

は
幅
広
い
考
え
や
将
来
の
夢
が

持
て
る
の
で
は
な
い
か
。
Ｒ
９

年
度
の
小
学
校
統
廃
合
時
に
向

け
コ
ロ
ラ
ド
州
内
の
市
と
姉

妹
・
友
好
都
市
締
結
に
向
け
て

動
い
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

山
形
県
は
コ
ロ
ラ
ド
と

姉
妹
都
市
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
県
内
市
町
村
が

コ
ロ
ラ
ド
と
の
交
流
に
際
し
、

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
な
役
割
が

出
来
な
い
か
県
に
要
望
し
て
い

く
。

自
治
体
だ
け
で
は
解
決
が
難
し

い
課
題
も
考
え
ら
れ
、
近
い
将

来
、
新
た
な
広
域
連
携
の
検
討

が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
地
域
医

療
に
つ
い
て
首
長
と
し

て
ど
う
考
え
る
か
。

北
村
山
公
立
病
院
に
つ

い
て
は
、
尾
花
沢
市
中

央
診
療
所
や
地
域
の
民
間
病
院

が
役
割
分
担
し
、
か
つ
連
携
し

た
北
村
山
広
域
医
療
体
制
の
構

築
が
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
い

る
。

Ｓ
63
年
頃
か
ら
約
20
年

間
で
集
中
的
に
整
備
さ

れ
た
公
共
施
設
は
、
今
後
、
大

規
模
改
修
の
更
新
時
期
が
一
斉

一般質問 一般質問

❻❼

尾
花
沢
市
の
将
来
人
口

推
計
は
、
２
０
４
０
年

で
８
千
612
人
、
２
０
６
０
年
で

は
４
千
191
人
と
推
計
さ
れ
、
将

来
に
わ
た
っ
て
市
民
の
暮
ら
し

を
持
続
可
能
な
形
で
支
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
東
根
市
も
Ｒ
７
年
を

目
途
に
人
口
が
減
少
し
、
つ
い

に
北
村
山
３
市
１
町
す
べ
て
に

お
い
て
人
口
減
少
が
進
む
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
中
、
こ
れ
か
ら

は
北
村
山
地
域
の
広
域
連
携
が

さ
ら
に
必
要
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

北
村
山
地
域
の
つ
な
が

り
は
、
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
近
年
の
急
激
な
人
口

減
少
を
踏
ま
え
る
と
、
一
つ
の

市長…これから必要なものを考えていく

教育委員会を移動し悠美館の市民向け解放を
市長…市民ニーズを反映した整備計画を策定する

住み続けたい尾花沢にするため早急な公園整備計画を

星川
ほしかわ

薫
かおる

議員

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
て
都
市
公
園
整

備
計
画
策
定
に
取
り
組
む
と
し

て
い
る
が
、
い
つ
策
定
す
る
の

か
。

今
年
度
内
を
目
途
に
具

体
的
な
計
画
策
定
を
目

指
す
。

少
子
化
、
転
出
を
防
ぐ

た
め
に
も
遊
び
場
の
提

供
は
重
要
な
位
置
づ
け
と
考
え

る
が
。

公
園
や
遊
び
場
の
整
備

は
、
市
民
ニ
ー
ズ
が
非

常
に
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

公
園
の
遊
具
や
機
能
な
ど
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
を
整
理
し
、
可
能

な
限
り
反
映
し
た
計
画
を
策
定

す
る
。

に
到
来
す
る
。
現
状
を
再
把
握

し
、
新
し
い
市
民
ニ
ー
ズ
も
掛

け
合
わ
せ
た
、
思
い
切
っ
た
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
で
は
な

い
か
。

新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
を

捉
え
な
が
ら
、
施
設
の

複
合
化
や
集
約
化
な
ど
効
果
的

な
手
法
を
探
り
検
討
し
て
い
き

た
い
。

共
同
福
祉
施
設
の
機
能

を
移
動
も
し
く
は
分
散

し
、
教
育
委
員
会
を
移
動
し
て

く
る
こ
と
で
空
い
た
悠
美
館
の

２
階
を
、
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
形
で
市
民
に
開
放
で
き

な
い
か
。斬

新
な
考
え
だ
と
は
思

う
が
、
共
同
福
祉
施
設

は
こ
れ
ま
で
の
経
緯
も
あ
る
。

し
か
し
、
悠
美
館
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
必
要
な
も
の
を
考
え

て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と
思
う
。

現
在
の
使
用
状
況
を
把
握
し
、

地
域
の
声
を
い
た
だ
い
た
う
え

で
検
討
し
た
い
。

個
々
の
空
き
家
の
物
件

に
対
し
担
当
課
の
設
定

や
空
き
家
所
有
者
へ
の
市
の
制

度
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。

各
担
当
課
の
役
割
を
明

確
に
し
な
が
ら
、
関
係

課
が
密
接
に
連
携
し
、「
管
理

不
全
空
き
家
を
出
さ
な
い
」、

「
出
来
る
だ
け
空
き
家
を
活
用

す
る
」、「
放
置
空
き
家
を
生
じ

さ
せ
な
い
」
こ
と
を
基
本
と
す

る
が
、
ど
う
し
て
も
危
険
で
緊

急
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

は
行
政
が
関
与
し
除
却
す
る
、

と
い
う
よ
う
に
各
種
対
策
を
講

じ
る
。
ま
た
周
知
は
、
空
き
家

対
策
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

及
び
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
空
き
家
の
改
修
や
除
却
な
ど

住
宅
に
関
す
る
補
助
事
業
を
掲

載
す
る
な
ど
周
知
を
図
っ
て
い

る
。

市
民
税
務
課
に
お
い
て

死
亡
届
、
転
出
届
、
転

居
届
、
福
祉
課
で
あ
れ
ば
施
設

へ
の
転
居
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

市
役
所
内
で
の
情
報
共
有
は
な

っ
て
い
る
か
。

今
年
度
か
ら
防
災
危
機

管
理
課
に
連
絡
し
、
担

当
者
か
ら
空
き
家
の
管
理
に
つ

い
て
聞
き
取
り
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
住
民
異
動
届
の
際
が
、
空

き
家
の
所
有
者
家
族
と
直
接
話

が
出
来
る
貴
重
な
機
会
と
な
る

の
で
、
そ
の
機
会
を
逃
さ
な
い

よ
う
に
関
係
課
と
情
報
を
共
有

し
、
連
携
を
図
っ
て
い
く
。
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問答

答

問

答

問
夢のある
街づくりを

つぶやき…

過去よりこれから

つぶやき…

答

北
村
山
地
域
の
広
域
連
携

問

問答

尾
花
沢
市
都
市
公
園

計
画
の
策
定

問

答

答
公
共
施
設
の
今
後

問

答問答

空
き
家
に
対
す
る
当

局
の
考
え
方
と
対
応

問

海
外
と
の
姉
妹
・
友

好
都
市
締
結

※国立社会保障・人口問題研究所による

※



既
存
の
設
備
の
修
繕
や

草
刈
り
、
桜
の
木
な
ど

を
維
持
管
理
し
、
公
園
と
し
て

常
に
景
観
を
保
つ
こ
と
が
基
本

で
は
な
い
か
と
い
う
市
民
の
声

が
あ
る
。
今
後
花
畑
と
し
て
規

模
拡
大
し
た
時
の
管
理
体
制
や
、

公
園
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
と

は
何
か
具
体
的
な
考
え
を
伺
い

た
い
。

維
持
管
理
の
費
用
や
管

理
体
制
に
つ
い
て
は
常

任
委
員
会
で
示
し
て
い
く
。
ま

た
市
内
で
の
滞
在
時
間
が
伸
び

る
こ
と
に
よ
り
、
飲
食
店
や
宿

泊
客
の
増
加
に
よ
る
経
済
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。

基
本
方
針
、「
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
整
備
と
地
域

活
性
化
の
推
進
、
主
体
的
に
参

画
す
る
団
体
の
育
成
」
と
は
何

か
。
現
状
は
計
画
に
逆
行
し
て

い
な
い
か
。
計
画
達
成
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
や
新

た
に
運
動
を
始
め
る

方
々
へ
の
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
を
図
っ
て
い
く
。

の
度
改
訂
版
の
環
境
基
本
計
画

が
公
表
さ
れ
た
が
、
今
後
の
取

り
組
み
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
方
の
取

り
組
み
が
最
も
重
要
と
考
え
る

が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ど

う
展
開
し
て
い
く
の
か
。

Ｒ
13
年
度
ま
で
の
計
画

と
な
る
が
、
特
に
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
、
持

続
可
能
な
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
意
識

を
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ

転
換
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

環
境
基
本
計
画
概
要
版
の
全
戸

配
布
や
環
境
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

な
ど
を
通
じ
て
説
明
を
し
て
い

く
が
、
誰
で
も
で
き
る
よ
う
な

簡
単
な
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

え
、
新
た
に
５
地
区
が
体
制
整

備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
事
業

に
取
り
組
む
事
で
住
民
一
人
ひ

と
り
の
被
害
防
止
の
意
識
が
向

上
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

活
性
化
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

せ
な
け
れ
ば
、
交
付
対
象
水
田

か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
山
間
部
の
転
作
水
田
の

導
水
路
再
整
備
等
を
考
慮
す
る

と
、
復
田
に
は
多
く
の
経
費
と

労
力
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た

め
こ
れ
を
契
機
に
離
農
を
考
え

る
方
が
出
て
く
る
な
ど
、
本
市

の
農
業
に
対
す
る
影
響
は
、
計

り
知
れ
な
い
も
の
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
市
の

重
要
事
業
に
お
り
こ
み
、
山
形

県
市
長
会
、
さ
ら
に
は
東
北
市

長
会
に
お
い
て
も
国
に
対
す
る

重
要
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

２
年
目
と
な
る
「
地
域

ぐ
る
み
に
よ
る
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
事
業
」
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

昨
年
モ
デ
ル
的
に
ス
タ

ー
ト
し
た
５
地
区
に
加

今
年
度
の
水
稲
作
付
実

施
計
画
が
ま
と
ま
っ
た

段
階
と
思
う
が
、
そ
の
概
要
に

つ
い
て
ど
う
推
察
し
て
い
る
か
。

６
月
１
日
現
在
で
、
主

食
用
米
の
作
付
面
積
は

前
年
度
と
大
き
な
変
化
は
な
い
。

米
の
消
費
量
が
減
っ
て
い
る
中

で
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
は
最

大
限
の
協
力
を
し
て
頂
い
て
い

る
と
考
え
る
。

国
の
「
水
田
活
用
の
直

接
支
払
い
交
付
金
」
の

大
幅
な
見
直
し
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
中
山
間
地
の
水
田
が
多

い
当
市
に
と
っ
て
は
、
非
常
に

大
き
な
問
題
と
考
え
る
。
市
と

し
て
ど
う
考
え
、
ど
う
対
応
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

今
回
示
さ
れ
て
い
る
内

容
で
、
特
に
今
後
５
年

間
で
、
転
作
水
田
を
水
田
に
戻

質
の
高
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
確

保
し
て
い
く
。

北
村
山
公
立
病
院
の
建

て
替
え
や
消
防
の
指
令

セ
ン
タ
ー
の
広
域
的
な
取
り
組

み
が
あ
る
が
、
ご
み
処
理
施
設

の
広
域
連
携
に
つ
い
て
も
、
積

極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

近
年
の
急
激
な
人
口
減

少
や
施
設
老
朽
化
を
踏

ま
え
る
と
、
１
市
１
町
だ
け
で

は
解
決
が
難
し
い
課
題
も
考
え

ら
れ
る
。
新
た
な
広
域
連
携
の

検
討
も
必
要
に
な
る
場
合
も
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

一般質問 一般質問

❽❾

出
生
数
の
減
少
が
著
し

い
。
民
間
は
児
童
数
で

交
付
金
額
が
決
ま
り
、
人
件
費

や
施
設
管
理
費
な
ど
す
べ
て
賄

っ
て
お
り
経
営
が
厳
し
い
。
ま

た
保
育
環
境
の
み
な
ら
ず
、
多

く
の
女
性
の
雇
用
の
場
と
し
て

の
役
目
も
担
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
再
編
に
向
け
た
協
議
を
早

急
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。

Ｒ
３
年
度
時
点
の
本
町

地
区
３
園
の
利
用
定
員

380
名
に
対
し
、
入
所
児
童
数
は

262
名
。
大
き
く
定
員
割
れ
と
な

っ
て
お
り
さ
ら
に
減
少
が
見
込

ま
れ
、
分
散
入
所
で
公
立
と
民

間
が
競
合
し
合
う
状
況
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
検
討
委
員
会

の
提
言
も
重
く
受
け
止
め
、
役

割
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
双
方

の
安
定
的
な
雇
用
を
維
持
し
、

市長…関係者の声をお聴きしながら検討を進める

これからの保育園運営をどうするのか
市長…県市長会、東北市長会でも国に要望していく

水田活用の直接支払交付金の継続を!!

伊藤
いとう

浩
ひろし

議員 鈴
すず

木
き

由
ゆ

美
み

子
こ
議員
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問答

問答

問答問答

農地は生きている。
右から左に動かせる物
ではない。慎重な農業
政策を展開すべき !!

つぶやき…

市民生活に直結
する事を最優先
で考えるべき‼

つぶやき…

問答

答

ご
み
処
理
施
設
の
広
域
連
携

問答

徳
良
湖
周
辺
既
存
施
設
の
整

備
・
管
理
状
況
と
花
畑
整
備

問答

尾
花
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
に
市
民
が
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
れ
る
の
か

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
か

ら
一
年
が
経
過
し
、
こ

改
訂
版
環
境
基
本
計
画

問

徳良湖周辺の壊れた擬木転作水田



態
調
査
で
は
０
人
だ
っ
た
。
家

庭
内
の
問
題
が
表
面
化
し
に
く

い
と
い
う
課
題
は
あ
る
が
、
教

職
員
が
子
ど
も
達
の
変
化
に
気

づ
き
、
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ

と
で
、
相
談
し
や
す
い
学
校
環

境
の
整
備
・
充
実
を
図
っ
て
行

き
た
い
。コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
保
育

は
社
会
を
支
え
る
大
切

な
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
で

あ
る
と
認
識
さ
れ
た
が
、
一
方

で
全
産
業
平
均
賃
金
と
比
べ
、

月
９
万
円
以
上
の
差
が
あ
る
。

処
遇
改
善
と
し
て
、
２
月
か
ら

保
育
士
等
の
収
入
を
３
％
（
月

額
９
，
０
０
０
円
）
引
き
上
げ

る
と
し
た
国
の
保
育
士
等
処
遇

改
善
臨
時
特
例
事
業
が
３
月
定

例
会
で
決
定
し
た
が
、
満
額
が

1011 令和４年８月１日発行・114号 114号・令和４年８月１日発行

雪
化
ゾ
ー
ン
」
の
実
現
で
、
雪

の
負
担
が
少
な
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
行
く
。

銀
山
温
泉
〜
徳
良
湖
〜

本
町
へ
交
流
の
良
い
流

れ
を
つ
な
ぐ
た
め
芭
蕉
、
清
風

歴
史
資
料
館
を
中
心
に
本
町
に

｢家
並
み
条
例
｣を
策
定
し
、
花

笠
踊
り
・
花
笠
音
頭
資
料
館
と

尾
花
沢
地
区
中
央
公
民
館
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
と
合
わ
せ
歴
史
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
を
再
構
築
す
べ

き
時
期
で
は
な
い
か
。

市
街
地
の
統
一
的
な
建

物
の
意
匠
や
、
中
央
通

り
線
、
梺
新
町
線
沿
い
の
電
線

地
中
化
も
含
め
先
進
地
を
参
考

に
考
え
て
い
く
。
複
合
的
な
事

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
が
続
く

中
、
県
へ
、
本
市
が
受
け
入
れ

を
希
望
す
る
と
手
を
挙
げ
た
事

は
高
く
評
価
し
た
い
。
受
け
入

れ
る
意
義
は
何
か
。
何
人
位
想

定
し
、
ど
ん
な
準
備
を
行
い
、

課
題
は
何
と
捉
え
て
い
る
か
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
受

け
入
れ
に
は
、「
人
道

支
援
」
と
い
う
大
き
な
意
義
が

あ
り
、
積
極
的
に
進
め
て
い
き

た
い
。
現
在
、
市
営
住
宅
な
ど

住
環
境
提
供
の
準
備
を
進
め
て

お
り
、
最
大
10
世
帯
程
度
の
受

け
入
れ
が
可
能
。
県
と
国
際
交

流
協
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

言
葉
の
壁
や
心
の
ケ
ア
な
ど

様
々
な
課
題
解
決
に
努
め
た
い
。

届
い
て
い
る
か
。
届
い
て
い
な

い
と
す
れ
ば
何
が
問
題
か
。
国

の
職
員
配
置
基
準
と
公
定
価
格

が
低
い
こ
と
が
問
題
な
の
で
は

な
い
か
。保

育
所
の
運
営
は
、
国

が
決
定
す
る
公
定
価
格

を
基
と
し
た
給
付
費
で
行
わ
れ

て
お
り
、
保
育
士
の
賃
金
は
そ

の
運
営
費
の
中
か
ら
充
て
ら
れ

る
た
め
、
他
業
種
と
比
較
し
て

一
般
的
に
低
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
３
％
程
度
の
引
き
上
げ
の

国
の
方
針
を
受
け
、
市
内
２
法

人
を
対
象
に
処
遇
改
善
を
行
な

っ
た
。
大
き
な
一
歩
だ
と
捉
え

て
い
る
が
、
い
ま
だ
他
業
種
よ

り
低
い
よ
う
で
あ
り
、
保
育
士

の
安
定
的
な
確
保
と
質
の
高
い

保
育
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、
処
遇
改
善
の
取
り
組
み
は

継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

全
国
調
査
」
の
発
表
は
、
大
き

な
驚
き
と
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
、

ま
ず
は
、
実
態
を
調
査
し
子
ど

も
達
の
声
を
聞
く
所
か
ら
始
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は

「
本
来
大
人
が
担
う
と

想
定
さ
れ
て
い
る
家
事
や
家
族

の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

自
身
が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
、
子
ど
も
自
身
の
権

利
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
子
ど
も
」
と
定
義
さ
れ
て

い
る
。

昨
年
度
、
児
童
生
徒
へ
聞
き

取
り
せ
ず
に
、
学
校
把
握
の
実

こ
こ
10
年
本
市
の
排
雪

費
の
推
移
は
ど
う
か
。

春
に
は
無
く
な
る
雪
、
排
雪
費

用
の
抑
制
す
る
研
究
、
空
き
地

を
有
効
的
に

活
用
す
る
な

ど
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ

の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し

て
は
ど
う
か
。

Ｒ
３
年
度
は
除
排
雪
費

が
過
去
最
大
。
雪
押
場

は
約
千
400
箇
所
。
大
雪
と
間
口

除
雪
の
た
め
近
年
は
２
億
円
ほ

ど
で
、
10
年
前
の
２
倍
以
上
。

今
年
改
訂
さ
れ
た
環
境
基
本
計

画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
あ
る
「
無
雪
化
住
宅
｣｢無

一般質問 一般質問

エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
を

利
用
し
て
積
極
的
に
地

元
企
業
の
活
性
化
と
グ
リ
ー
ン

産
業
企
業
誘
致
を
行
い
今
後
の

対
策
を
講
じ
て
は
ど
う
か
。
花

笠
の
湯
と
御
所
乃
湯
は
燃
料
高

騰
時
、
市
で
高
騰
分
を
補
填

ほ
て
ん

し

て
い
る
。
今
後
５
年
間
の
想
定

は
ど
う
か
。
ま
た
、
耐
用
年
数

を
超
え
て
使
用
し
て
い
る
重
油

ボ
イ
ラ
ー
１
基
だ
け
で
は
心
配
だ
。

Ｒ
３
年
度
で
花
笠
の
湯

(約
300
万
円
)御
所
乃
湯

(約
182
万
)を
補
填
。
高
騰
が
い

つ
ま
で
続
く
か
見
え
な
い
た
め
、

今
後
の
試
算
は
難
し
い
。
環
境

基
本
計
画
も
改
訂
し
た
、
他
市

町
村
を
参
考
に
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
な
ど
の
再
エ
ネ
活
用
も

検
討
し
て
い
く
。

市長…観光交流受け入れ態勢を整えたい

大正ロマン再生可能エネルギーパークで交流人口拡大を
教育委員会…昨年度、小中学校の把握では本市は０人と報告

ヤングケアラーの実態調査をすべきでは

鈴木
すずき

清
きよし

議員 塩
しお

原
ばら

未
み

知
ち

子
こ
議員

業
展
開
も
必
要
と
な
る
た
め
、

住
民
や
商
店
街
の
声
を
聞
い
て

い
き
た
い
。

尾
花
沢
ス
イ
カ
出
発
式

は
大
石
田
町
か
ら
で
な

く
、
市
内
か
ら
行
え
な
い
の
か
。

ま
た
長
年
の
栽
培
技
術
と
産
地

形
成
の
歴
史
と
記
録
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公
表
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

今
年
は
東
部
選
果
場
で

７
月
16
日
開
催
の
よ
う

だ
。
広
域
合
併
し
み
ち
の
く
村

山
農
業
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ

た
Ｈ
７
年
以
降
主
催
者
が
決
め

て
い
る
。
Ｈ
26
年
に
｢ス
イ
カ

も
の
が
た
り
(著
：
尾
花
沢
市
ス
イ

カ
研
究
会
）｣が
発
刊
さ
れ
て
い
る
、

機
会
を
と
ら
え
周
知
し
て
い
く
。

問答

問答

答

問答

問答

ヤングケアラーは｢は
ずかしくて自分から言
えないけど、先生に話
を聞いてほしい｣と願
っています。

つぶやき…

豪雪の尾花沢
｢雪と温泉で発電」
高校生の探究で実現
したいな。

つぶやき…

再
エ
ネ
で
活
性
化

問

尾
花
沢
す
い
か
出
発
式
開
催
地

問 芭
蕉
十
泊
の
歴
史

文
化
の
ま
ち
づ
く
り

答

問答

雪
を
眺な

が
む

る
尾
花
沢

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言

※補填：燃料費高騰時に差額を市で補う契約

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

支
援
を
ど
う
行
う
か

保
育
士
等
へ
の
処
遇
改
善

は
届
い
て
い
る
か

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民

の
受
け
入
れ

※

除雪の雪を利用した雪蔵


